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府中市精神障害にも対応した
地域包括ケアシステムについて

令和６年７月２９日（月）
府中市福祉保健部障害者福祉課

出典：厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部 精神・障害保健課

1

2



2024/7/23

2

今後減少の予測 2025年以降は減少が加速日本の人口推移

H30年43兆 精神分野の割合6.1%（1兆9千）医療費の動向

400万人を超える（うち入院30万人）精神疾患を有する総患者数の推移

15年前に比べ1.7倍精神疾患を有する外来患者数の推移

15年前に比べ9割に減少精神疾患を有する入院患者数の推移

1年以上が6割、5年以上が3割強精神病床における入院患者の在院期間

短期は家庭、⾧期は転院が多い退院後の行き先

1年半以上の入院のうち3割は退院困難（居住・支援なし）退院の可能性や見通し

利用の3割が精神障害障害福祉サービス等の利用者数の推移

精神保健医療および障害福祉サービス等のデータ

参考：精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築のための手引き 日本能率協会総合研究所

精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築の背景

精神保健医療福祉政策の動向
平成

社会保障審議会報告書「今後の精神医療保健福祉施策について」14年

「普及啓発」「精神
医療改革」「地域生
活の支援」

精神保健福祉対策本部中間報告「精神保健福祉の改革に向けた今後の大対策の方
向」

15年

入院医療中心から地
域生活中心へ

精神保健福祉対策本部報告「精神保健医療福祉の改革ビジョン」16年

障害者自立支援法施行18年

今後の精神保健医療福祉のあり方等に関する検討会「精神保健医療福祉の更なる
改革について」

21年

厚生労働省障害保健福祉部「新たな地域精神保健医療体制の構築に向けた検討
チーム

22年

障害者総合支援法施行、精神保健福祉法改正25年

1年未満の退院と地域
移行を目指す

「良質かつ適切な精神障害者に対する医療の提供を確保するための指針」、⾧期
入院精神障害者の地域移行に向けた具体的方策の今後の方向性の取りまとめ」

26年

にも包括の理念厚生労働省「これからの精神保健医療福祉のあり方に関する検討会報告書」29年

参考：精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築のための手引き 日本能率協会総合研究所
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精神障害にも対応した地域包括ケアシステムとは

・精神障害はだれもがかかりうる病気…他人事ではない
・環境が整えば地域生活が送れる精神障害のある方
・入院が⾧期化している方、地域生活が安定しない方
・高齢・身体疾患など様々が課題を抱える方

精神障害の有無や程度にかかわらず、誰もが安心して自分ら
しい暮らしができるよう、医療・障害福祉・介護、住まい、
社会参加（就労）、地域の助け合い、普及啓発（教育）が包
括的に確保されたシステムのこと。

地域の課題として、「いかにして地域での生
活をささえてけるか」を当事者・家族・多業
種・事業所・行政機関などで考えていく

協議の場が必要

包括ケアシステムの構成要素

住民

住まい

・障害福祉サービス
・相談支援等
・基幹相談支援センター
・地域生活拠点 等

・グループホーム
・単身アパート 等

・医療機関
・訪問看護
・精神保健専門相談
・精神保健一般相談 等

・ピアサポート活動
・ボランティア
・ＮＰＯ等

障害福祉

社会参加・地域の助け合い・
教育・普及啓発

保健・医療・予防
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地域包括ケアシステム構築のプロセス

地域のアセスメント
アセスメントの共
有・地域ビジョンと
具体的な目標設定

各個別テーマから実
施可能なものから協

議・実施
評価及び見直し

令和2年度から令和3年度に
かけて、精神保健に関わる
事業所や家族会等、様々な
立場の方々にご参加いただ
き、地域の課題の抽出（地
域アセスメント）を行った。

地域アセスメントを行い、
課題を共有

実施可能なものから取り組
んでいくための協議

令和４年度の会議
第１回 １１月２９日
・会議の目的
・にも包括とは
・意見交換

検討前の地域アセスメントシート
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令和４年度の会議 第２回 ２月２日
• 各委員からの報告
• 地域アセスメントシートの検討
• 「教育・普及啓発」「住まい」
「就労・社会参加

赤字でアイデアが追記されていく

令和５年度の会議
第１回 令和５年７月３日

・アセスメントシートの検討
テーマ：住まい
「できること・できそうなこと」
を中心に

・アイデアをマッチング
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テーマ:住まい「できること・できそうなこと」を中心に

関係機関できそうなことアイデア

住宅課
各母体
障害者福祉課

サブリースの推進オーナーとつながる
オーナーの相談先

①

各母体
住宅課

サテライト型GHのような形態のGH
が増えるといい。サブリースともつ
ながる

支援体制があること（何かあ
った時に連絡できる場所がある）。②

精神保健福祉協議会普及啓発オーナー、地域の理解促進
③

GH
相談支援事業所
住宅関係
医療機関
障害者福祉課

チェックリストの作成本人像の可視化
支援体制の可視化

④

医療機関
GH
相談支援事業所
障害者福祉課

研修、勉強会、情報共有・病院と地域（GH）の持つ本人像の
ギャップを埋める
・地域移行のイメージのすり合わせ

⑤
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どこかとどこかがつながり、できることから取り
組んでみることで、地域移行「退院のための支
援」と地域生活「安定した生活を支える」ための
地域のシステムの一つになっていく

府中市精神障害者にも対応した地域包括ケアシステムの構築
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終わりに

•自分たちではやっていないけれど、別の事業所では
やっている
•こんな取り組みしたい、こんな取り組みなら手伝える
•同業種で連絡会を作りたい、情報共有したい、事例検
討会をしたい など
•精神障害についてもっと知りたい、理解を深めたい
•地域の人に精神障害のことを理解してもらいたい

身近なところから、一つずつ取り組んでみてください。
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